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【学年末に向けて】 

いよいよ来週の火曜日に、修了式と卒業式を実施する

はこびとなります。令和５年度は新型コロナウィルス感

染症が５類となり、制限され数年できなかったことが実

行できる環境となりました。子供たちが元気に運動場で

遊ぶことが当たり前になったり、地域の様々な行事に参加させていただいたりと、子供た

ちにとって楽しいことが増えた一年であったと思います。多くの保護者の皆様や地域の

方々の温かいご支援とご協力をいただき、子供たちが元気に過ごし、いろいろな学習や体

験を行い、無事に一年間を過ごすことができそうです。心より感謝申し上げます。 

右上の写真は２月 20 日（火）「委員会引継ぎ式」の全体写真です。児童会の先頭に立ち、

委員会で力を発揮していた６年生から下級生へと委員会活動を引継ぐ式です。２月から３

年生も委員会活動に参加し始め、少しずつ慣れてきています。本校では、三年間委員会活

動に携わるので、いくつかの委員会を経験できる機会もあります。頼もしい６年生の姿を

見ていた子供たちが、４月からまた新たな姿を見せてくれるのが楽しみです。 

そして、左の写真は２月 22 日（木）の６年生に感謝する

会『未来の扉を開こう～感謝 Kannsha 楽しい Enjoy エール

Yeal』 での様子です。右下の６年生の書道パフォーマンス

を見ている場面です。会の中で、１年生から５年生までが力

を合わせて感謝の気持ちを伝えようと頑張っていました。校

舎の中にも練習の歌声や元気な呼びかけの言葉が響き、活気

に溢れていました。各学年からの温かいメッセージや歌、ダンス等の後で、６年生が書道

パフォーマンスを披露しました。一人ひとりが自分の役割を果たす凛々しい姿がとても格

好よく、下級生が憧れの眼差しで見ていました。     

この会は、５年生が中心になり企画・運営を行い、当日

も浮島村を守るストーリー仕立ての劇で盛り上げてくれま

した。みんなの協力のお陰でバラバラになった鍵(KEY)が無

事に戻り『浮島村は平和になりました』と素敵なエンディ

ングでした。頼もしい全校の子供たちの姿に来年度への期

待が膨らみました。 

 

【令和 5年度の収穫】 

今年度は、コミュニティ・スクールの４年目となり、新しく地域の方々に関わっていた

だいたことが昨年度よりさらに増えとてもうれしく思っています。このことは、子供たち

が知らなかった体験ができるだけでなく、その活動の中で地域の方々と会話すること、ふ

れあうことで、子供たちの視野が広くなります。コミュニティ・スクールの長い実践から

「子供たちの社会性が育つ」と言う良さが挙げられています。また、私たち職員にとって

も有難いことがあります。今まで気づかなかった子供のよいところを見つけたり、授業の
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ヒントを得たりします。そして子供たちも学校職員も、何より「助けてもらえる」という

安心感をいただいています。 

本校でも、引継ぎ式で６年生の球子さんから『これからも地域との絆を大切にし、いろ

いろなことにチャレンジしていきましょう！』という言葉がありました。さらに、代表委

員会での振り返りの中でも『地域の方や他学年とももっと仲良くなって、絆を深めていき

ましょう。』とまとめられています。子供たちは多くの人とのかかわりが楽しく、うれし

いのです。少人数だとできないことも、地域の方が加わってくださることで大人数になり、

可能になります。今後も多くの方々と交流していきたいと考えています。少しだけでも時

間が空いたら、学校に足を運んでいただけると幸いです。学校の年間の行事予定やボラン

ンティアのスケジュールを４月初めにホームページに掲載しますので、ご協力よろしくお

願いいたします。 

 

【令和６年度へ向けての挑戦】 

今年度、３つのチャレンジをＰＴＡ総会で説明しました。須津小との全学年交流、自主

勉強の「チャレンジノート」、新出漢字の指導方法の統一です。小小交流等については、

学校評価でもご理解をいただいているので、来年度以降もこの３つの取組は、継続してい

きます。さらに、令和６年度は以下のチャレンジを進めます。 

他にも、４・５・６年生の時間割ですが、月曜日を６時間、金曜日を５時間とします。

今年度須津小との小小交流を行う際に職員の打合せ等の時間がなかなか確保できなかった

ので、変更させていただきます。また、夏休み前の面談を 10 月の初め頃に変更し、子供た

ちの様子を詳しくお話していきます。来年度も学校の教育活動へのご支援・ご協力をよろ

しくお願い致します。 

 

東小の子供たちは浮島地区の皆さんと一緒に育てていきます。 

（東小は、地域とともにある学校づくりを進めていきます。）

①各学年が主催の児童集会を行います。 

→自分たちで企画・運営する機会を設定し、主体性を育てます。うまくできなくても 

大丈夫、チャレンジです。 

②４月の避難訓練で興隆寺までの避難を実施します。 

→興隆寺様にご協力をいただき、未曾有の災害へ備えて防災教育を行います。 

③‟Ｗ-day”として、子供たちのわくわく day、職員のワークバランス day を年間７回実施

します。 

→授業を４時間で終えて子供たちが自由に遊んだり、好きなことに没頭したりする時

間を設定します。職員は事務や授業の準備等の時間の確保を行います。 

④４月のゆとりある日程 

→家庭訪問は行わないため、授業参観と懇談会、ＰＴＡ総会等では是非ご来校くださ

い。遠足は須津小中との交流を兼ねて 12 月に実施します。保護者の方々の働き方も

変わってきていますので、負担を減らしなるべく月に一度の学校行事とします。で

も、急に時間が空いた、休みがとれたときは気軽に学校に足を運んでください。 

⑤縦割りグループの人数を増やします。 

→全校を３つのグループに分けて活動します。16 人か 17 人のグループになるので、ど

の学年よりも多い人数になります。このグループで様々な活動を積み重ね、本校の良

さである縦のつながりを大切にしていきます。 


